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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月21日(2013.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インターフェイスを介して接続される、第１のデバイスと第２のデバイスとの間のアタ
ッチメント状態の変化を管理するための方法であって、
　前記第１のデバイスは、高周波クロックを備え、
　前記第１のデバイスは、前記高周波クロックが非アクティブ化されているスリープ状態
にあり、前記方法は、前記第１のデバイスにおいて、
（１）　前記インターフェイスに対する、前記第２のデバイスのアタッチメント状態の変
化であって、前記インターフェイス（１５）でのキャパシタンス変化に対応する、前記第
２のデバイスのアタッチメント状態の変化の検出を、低周波クロックに基づいて、周期的
にトリガするステップと、
（２）　前記アタッチメント状態の変化が検出されると、前記高周波クロックをアクティ
ブ化することにより、前記スリープ状態から復帰するステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ステップ（１）の間、前記第２のデバイスのアタッチメント状態の変化は、ＡＤＰ
（Attach Detection Protocol）プロトコルを実施することにより検出される、ことを特
徴とする請求項１に記載の管理方法。
【請求項３】
　前記第１のデバイスは、制御機能（１２）と、前記第２のデバイスとのインターフェイ
ス機能（１３）と、を備え、
　前記制御機能及び前記インターフェイス機能は、インターフェイス（１６）を介して互
いに接続されており、
　前記ステップ（１）は、前記インターフェイス機能によって実現される、ことを特徴と
する請求項１または２に記載の管理方法。
【請求項４】
　前記ステップ（１）において、前記インターフェイス機能（１３）は、前記第２のデバ
イスのアタッチメント状態の変化を、割り込みラインを介して、前記制御機能（１２）に
通知する、ことを特徴とする請求項３に記載の管理方法。
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【請求項５】
　前記インターフェイス（１６）は、前記割り込みラインを備えるＵＬＰＩ（UTMI Low P
in Interface）インターフェイスである、ことを特徴とする請求項４に記載の管理方法。
【請求項６】
　制御ユニットと、インターフェイス（１５）を介して第２のデバイスと通信するための
手段と、を追加的に備える、第１のデバイスのインターフェイスユニット（１３）であっ
て、
　－　前記第１のデバイスがスリープ状態にある際に、前記インターフェイスにおいて、
前記第１のデバイスに対する前記第２のデバイスのアタッチメント状態の変化を検出する
ように構成された検出ユニット（５１）と、
　－　状態の変化の検出を、低周波クロックに基づき、周期的にトリガするように構成さ
れたタイマユニット（５２）と、
　－　前記第２のデバイスのアタッチメント状態の変化を、電気的な方法で、前記制御ユ
ニットに通知するように構成された通知ユニット（５３）と、を備えることを特徴とする
インターフェイスユニット。
【請求項７】
　前記第１のデバイスに対する前記第２のデバイスのアタッチメント状態の変化が、前記
検出ユニット（５１）によって検出されると、高周波クロックが、アクティブ化される、
ことを特徴とする請求項６に記載のインターフェイスユニット。
【請求項８】
　請求項６または７に記載のインターフェイスユニット（１３）を備えることを特徴とす
るデバイス。
【請求項９】
　請求項６または７に記載のインターフェイスユニットを有する第１のデバイスと、前記
第１のデバイスと通信を行う少なくとも１つの第２のデバイスと、を備えることを特徴と
するシステム。
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